
図
版
２８ 4■ :甲

■鵜

II蒻 =■
ュ謂

ミ r

(■1巧

事■

②同2号遺物出土状況

Ｉ
翌

一一．”

①

一， 一一一一・
一・一

一
一二
十

中
・、
一
十
一一．！

①竪穴住居跡2号

７
′



図
版
２９



ｉ
・，
一一

一　

　

　

、
　

「

．
　

　

一
　

　

・
ヽ

図
版
３０

1,‐

ユi委ぽ
イ

①竪穴住居跡3号

②同4号鉄器出土状況

③同3号遺物出土状況
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①竪穴住居跡4号  ②同4号断面

179



図
版
３２

,こ !ヽ |■ |

IIⅢと1与

干|ゝit

拗|

盈基
'エユ患●エ

魂1
や

｀

①竪穴住居跡5号  ②同5号遺物出土状況 (土坑内)



」「～=工・
●
=

,ir,I,方 `iデ
`

:1,IⅢF

②同6号断面  ③同6号遺物出土状況 (土坑内)
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①竪穴住居跡7号  ②竪穴住居跡8号  ③同8号断面
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①竪穴住居跡9号  ②同9号 (奥 )と 10号 (手前)
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①竪穴住居跡13号  ②竪穴住居跡14号 (手前)
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①幻の15号遺物出土状況

④同16号須恵器出土状況
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17号 (手前) ③同16号
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②同17号遺物出上状況①竪穴住居跡17号
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①竪穴住居跡17号炭化物出土状況
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②同17号土層断面



竪穴住居跡18号 と溝状遺構 4号
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①竪穴住居跡18号 (南 から)

i?掌■1.こr」

J単 |▼

②

②同18号 (北 から)

191



図
版
４４

⑤  、       |.
①・②竪穴住居跡18号遺物出土状況

:夢ガ il l″

■■■■■口        !●11 ‐
・:上ⅢⅢ

Oo④竪穴住居跡18号中央土坑

_uHBB手

''ヤ



図
版
４５

rir辞

．一一一一一一“一」

■
一　
　
”“

″ジ
中

ｉ
■
鳥

①竪穴住居跡19号 ②同19号完掘状況
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①竪穴住居跡22号検出状況
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②・③同22号遺物出土状況



③同22号完掘状況
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①竪穴住居跡23号検出状況
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①清状遺構 2号  ②同2号断面
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①溝状遺構3号  ②溝状遺構検出風景
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① o②溝状遺構4号遺物出土状況  ③同4号鉄製鈴出土状況
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① o② o③溝状遺構4号遺物出土状況
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① o②古道検出状況
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竪穴住居跡 1・ 2号出上土器
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竪穴住居跡 2・ 4・ 508号 出土土器
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竪穴住居跡 8。 9・ 11号出土土器
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竪穴住居跡10・ 13・ 16号出土上器

208



図
版
６‐

竪穴住居跡18・ 19・ 21号 出土土器
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竪穴住居跡 出土遺物
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竪穴住居跡 出土石器
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濤状遺構 4号出上土器
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溝状遺構 4号出土土器
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218



図
版
７‐

515

V層出土遺物 3ほ か

219



図
版
７２

斡
５３

鉄製品 ①鉄製鈴・②同X線写真 ③鉄鏃・刀子鉄鎌ほか

０９
々

９
守



あとがき

2004年 は,度重なる台風上陸や新潟中越地震など,近年例をみないほど自然災害に見舞

われた年であった。言い尽くされた表現だが,「台風銀座」とよばれる南九州のみならず,

全国各地で人的 。物的に多大な被害がもたらされた。

中尾遺跡の発掘調査時にも数回にわたって台風の襲来があり,台風対策や復旧作業にお

われたことが当時の日誌に記されている。遺構や機材,図面などの維持管理に苦労された

ことと想像される。今回,発掘現場に赴いたことのない者が報告書の刊行にたどり着くこ

とができたのも,当時の発掘担当者の方々のお蔭である。鉄製の鈴が数百年の時を経ても

なお,その音色を失わずにいることが何よりの証ではないだろうか。

中尾遺跡は,古墳時代の集落跡であり,竪穴住居跡が22軒発見された。この時代に生き

た人々は,自 然災害に対してどのような想いを抱き,イ エを守るために何らかの工夫を凝

らしたのだろうか。

なお,本報告書作成にあたって,以下の方々からご指導・ご助言いただいた。記して感

謝いたします。

池畑耕―・甲斐康大・川崎重治・川崎俊行・鶴田静彦・寺原徹・長野員― 。中村和美・

中村耕治 。中磨浩太郎・東 和幸 。前迫亮―・宮田栄二・元田順子・山下博文

湯之前尚

整理作業員 (平成15。 16年度)

石原啓子 。木村仁美・迫田かおり。末廣みゆき。古川陽子 (五十音順 。敬称略)
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